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H I S T O R Y

1891年 2月 - 新渡戸稲造がアメリカ・ドイツ
   留学から帰国
 3月 - 新渡戸稲造が札幌農学校教授に
   就任
 8月 - 佐藤昌介が校長心得に就任
　　　 10月 - カリキュラムを大幅に改正

1893年 7月 - 札幌農学校が実科実習制度を導入
 9月 - 農業経済学・農芸化学・
   植物病理学・農芸・牧畜の専攻制度
   実施
　　　 11月 - 最後の外国人教師A.A.ブリガムが
   離任

1894年 4月 - 佐藤昌介が校長に就任

1897年 7月 - 実科に農用動物学が加わる

1907年 9月 - 札幌農学校が東北帝国大学農科大学
   に昇格、農学科・農芸化学科を開講

1910年 9月 - 畜産学科・林学科を開講

1913年 9月 - 農学科第一・第二・第三部、
   農芸化学科、林学科、畜産学科第一・
   第二部に改編、各科に講座を設置

大学文書館 だいがくぶんしょかん
Hokkaido University Archives

北海道大学に関する歴史的な資料を収集・整理・
保存して利用に供するとともに、北海道大学史に
関する調査・研究を行っている。

は
︑
通
常
は "sem

inar" 

︵
英
語
読
み
で
は
「
セ

ミ
ナ
ー
」︑
ド
イ
ツ
語
読
み
で
は
「
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」︶︑
日
本
語
で
は
「
演
習
」︑「
ゼ
ミ
」
と
称

さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
専
門
性
の
高
い
テ
ー
マ

に
つ
い
て
教
授
と
少
人
数
の
学
生
が
議
論
し
な

が
ら
進
め
る
講
義
形
式
で
あ
る
。
現
在
の
日
本

で
は
ど
こ
の
大
学
で
も
見
ら
れ
る
講
義
風
景
で

あ
る
が
︑
当
時
の
日
本
で
は
教
授
が
多
人
数
の

学
生
に
向
か
っ
て
口
述
す
る
形
式
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。
ア
ダ
ム
ズ
教
授
の
歴
史
学
「
セ
ミ
ナ

リ
ー
」
に
は
︑
ベ
ル
リ
ン
大
学
を
卒
業
し
た

博
士
や
白
髪
交
じ
り
の
牧
師
な
ど
を
含
む
学
生

二
十
名
程
度
が
出
席
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
流
の

実
証
主
義
歴
史
学
を
取
り
入
れ
た
内
容
と
も
相

俟
っ
て
︑
新
し
い
高
等
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て

ア
メ
リ
カ
で
も
注
目
を
集
め
て
い
た
。
日
本
の

大
学
に
飽
き
足
り
な
か
っ
た
新
渡
戸
に
と
っ
て

は
︑
良
き
師
︑
良
き
学
び
舎
と
の
出
会
い
で
あ
っ

た
。新
渡
戸
は
こ
の
後
︑ド
イ
ツ
に
留
学
を
経
て
︑

一
八
九
一
年
に
帰
国
︑
札
幌
農
学
校
教
授
に
就

任
し
た
。

実
科
実
習
制
度

　
そ
の
こ
ろ
の
札
幌
農
学
校
で
は
校
長
心
得
に

就
任
し
た
第
一
期
生
佐
藤
昌
介
を
中
心
に
︑
外

国
人
教
師
が
主
要
学
科
を
教
授
す
る
体
制
か
ら
︑

専
門
分
野
を
持
つ
卒
業
生
が
教
授
陣
を
形
成
す

る
体
制
へ
と
移
行
し
始
め
て
い
た
。
新
渡
戸
も

農
政
学
・
農
業
史
を
専
門
と
す
る
教
授
と
し
て

そ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
新
渡
戸
は

早
速
︑
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
面
改
正
を

提
案
し
︑
実
施
責
任
者
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
一
八
九
三
年
︑
札
幌
農
学
校
は
実
科

実
習
制
度
を
導
入
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
札
幌
農

学
校
生
は
四
年
間
︑
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
講

札
幌
農
学
校
で
︑
農
業
経
済
学
専
攻
制
度

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
時
︑
採
用
し
た
研
究

法
は
演
習
で
す
。
こ
の
言
葉
は
こ
の
時
始

め
て
わ
が
学
界
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
︑

い
う
ま
で
も
な
く
ド
イ
ツ
語
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ルSem
inar

の
訳
語
で
す
。
こ
の
訳
語
は

今
日
で
は
わ
が
国
の
学
界
で
広
く
一
般
に

用
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
︑
最
初
私
ど
も

が
こ
れ
を
用
い
た
当
時
に
は
︑
よ
く
陸
軍

の
演
習
と
誤
解
さ
れ
た
も
の
で
す
。
︙
︙

初
期
の
農
業
経
済
学
演
習
で
課
し
た
課
目

は
︑
応
用
経
済
︑
日
本
農
史
︑
農
業
統
計
︑

田
制
で
し
た
。
︙
︙
第
四
年
級
で
は
︑
農

業
経
済
学
専
攻
生
は
私
一
人
で
あ
っ
て
︑

佐
藤
昌
介
お
よ
び
新
渡
戸
稲
造
両
先
生
の

懇
篤
な
指
導
の
下
に
︑
専
攻
学
科
を
研
究

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
︑
私
と
し
て
限

り
な
い
幸
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　
札
幌
農
学
校
の
実
科
実
習
制
度
と
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
は
︑
こ
の
後
︑
北
大
の
学
科
・
講
座
の
基
盤

と
な
っ
て
い
く
。

新
渡
戸
稲
造
の
学
究
遍
歴

　
札
幌
農
学
校
第
二
期
生
新
渡
戸
稲
造
は
好
奇

心
に
富
ん
だ
学
生
だ
っ
た
。
在
学
中
︑
読
書
に

耽
り
︑
図
書
館
の
文
学
・
伝
記
・
宗
教
等
に
関

す
る
英
書
は
読
破
し
た
と
い
う
。
一
八
八
一
年

に
農
学
校
卒
業
後
︑
開
拓
使
・
農
商
務
省
の
官

員
と
し
て
北
海
道
で
仕
事
に
従
事
し
た
が
︑
向

学
心
止
み
難
く
︑
一
八
八
三
年
に
職
を
辞
し
て

東
京
大
学
に
進
学
し
た
。
し
か
し
︑
東
京
大
学

で
の
講
義
に
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
。
同
じ
第

二
期
生
だ
っ
た
宮
部
金
吾
に
宛
て
た
一
八
八
四

年
四
月
二
十
日
付
け
の
手
紙
で
「
僕
は
大
学
の

教
育
に
う
ん
ざ
り
だ
。
こ
こ
で
存
分
に
学
べ
る

と
思
っ
て
い
た
が
︑
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
本
は

た
く
さ
ん
あ
る
が
︑良
い
先
生
は
そ
う
い
な
い
。」

と
書
き
送
っ
た
。
そ
の
半
年
後
︑
新
渡
戸
は
ア

メ
リ
カ
に
渡
る
。

ア
ダ
ム
ズ
教
授
の"sem

inary"

　
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス

大
学
に
入
学
し
た
新
渡
戸
は
︑
大
学
の
教
育
環

境
に
満
足
し
て
い
る
様
子
を
一
八
八
五
年
十
一

月
十
三
日
付
け
で
宮
部
に
書
き
送
っ
た
。
特
に 

"sem
inary"

の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
か
っ
た
よ

う
だ
。セ

ミ
ナ
リ
ー
︵
す
な
わ
ち
大
学
院
の
課
程
︶

に
出
席
し
︑
講
義
に
深
い
感
銘
を
受
け
る

と
︑
僕
は
こ
う
つ
ぶ
や
く
。「
札
幌
で
こ
ん

な
制
度
を
作
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
？
」

と
。

　
新
渡
戸
が
出
席
し
た
「
セ
ミ
ナ
リ
ー
」
は
︑

歴
史
学
教
授
ハ
ー
バ
ー
ド
・
バ
ク
ス
タ
ー
・
ア

ダ
ム
ズ
博
士
の
講
義
で
あ
っ
た
。"sem

inary" 

義
を
受
け
︑
卒
業
論
文
に
つ
い
て
だ
け
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
の
教
授
か
ら
指
導
を
仰
い
で
い
た
。

実
科
実
習
制
度
で
は
︑
最
初
の
二
年
間
は
共
通

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
講
義
を
受
け
︑
三
年
生
か

ら
は
農
業
経
済
学
・
農
芸
化
学
・
植
物
物
病
理

学
の
三
つ
の
「
実
科
」︑
農
芸
︵
農
学
︶・
牧
畜

︵
畜
産
学
︶
の
二
つ
「
実
習
」
か
ら
専
攻
分
野
と

し
て
一
つ
を
選
択
し
て
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
と

な
っ
た
。
一
八
九
七
年
に
は
「
実
科
」
に
農
用

動
物
学
も
加
わ
り
︑
六
専
攻
の
体
制
と
な
っ
た
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
誕
生

　
実
科
実
習
制
度
に
よ
り
︑
新
渡
戸
が
感
銘
を

受
け
た
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
「
セ

ミ
ナ
リ
ー
」
の
実
現
が
可
能
と
な
っ
た
。
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
誕
生
で
あ
る
。
新
渡
戸
は
佐
藤
昌
介

と
共
に
農
業
経
済
学
ゼ
ミ
を
担
当
し
た
。
こ
の

と
き
︑
農
業
経
済
学
ゼ
ミ
に
所
属
し
た
第
十
三

期
生
高
岡
熊
雄
︵
後
に
第
三
代
北
大
総
長
︶
は

以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

セミナリー に出 席し、講 義       に深い 感 銘を受 けると、僕 はこうつ ぶ やく。
    「 札 幌 でこんな制 度を      作れないもの だろうか？」と。
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 1. 農学専攻の教授・学生等（1901年、大学文書館蔵）　
 後列右から2番目が南鷹次郎教授

 2. 第19期生半澤洵の植物病理学専攻願（1899年、大学文書館蔵）

 3. H.B.アダムズ教授（アメリカ議会図書館蔵）

 4. 宮部金吾宛て新渡戸稲造書簡（1895年11月13日付け、大学文書館蔵）　

 5. ジョンズ・ホプキンス大学在学中の新渡戸稲造（1885年、附属図書館蔵）

 6. 植物病理学専攻の教授・学生（1895年、植物園蔵）　
 前列左端が宮部金吾教授

 7. 畜産学実験室の畜産学専攻学生（1906年、大学文書館蔵）

 8. 札幌農学校第2期生（1879年、植物園蔵）　
 前列左から太田（新渡戸）稲造、内村鑑三、後列右から2番目が
 宮部金吾

 9. 第13期生高岡熊雄の農業経済学専攻願（1894年、大学文書館蔵）

10. 農業経済学専攻の教授・学生（1895年、大学文書館蔵）　
 前列左から佐藤昌介校長、一人おいて高岡熊雄、新渡戸稲造教授 10
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